
〇先日はお忙しい中、お手紙を送って頂きましてありがとうございました。Ｓは、嬉しそうに読んでいました。毎朝のお祈りや分かち

合いの発信もありがとうございます。一緒に読んで色集めや、形集めをして遊んでいます。分かち合いは、この自粛生活の中で、他

のお子さんの様子や、お母さんたちの心境を知る事ができ、共感したり参考になったり、すごく励みになりました。Ｓの様子ですが、

主人が三月から在宅勤務となり、パパと三食共にできたり、お散歩したり、お風呂に入れたりとおそらく生まれてから一番、一緒に

過ごせる時間が多くなり喜んでいます。ありがたい事に元気いっぱい平穏に過ごす事ができています。また、入園式後一日だけ過

ごした、はな組さんでの時間がよほど楽しく刺激的だったのか、帰り道に「Ｅちゃん（Ａさんでしょうか？）がお着換えとかいろいろお

世話してくれて嬉しかったから、Ｓ、ずっとＥちゃんの後ろついていったの！！」と嬉々といた表情でした。それからというもの、毎日欠

かすことなく、幼稚園ごっこが始まります。「Ｓは、Ｅちゃんだからね！ママはＳだからね！」と。とても甘えん坊で泣き虫で普段家で

は「ズボンはかせてよー！」「手洗うの手伝ってよー！」という感じでしたが、今では「靴下、履かせてあげようか？」と声掛けしてきた

り、「手を洗う場所はこっちだからね！」と家の中のいつもの洗面所まで手を繋いで連れて行ってくれたり・・・おもしろおかしく、あの半

日に何があったのかなと思うほど、Ｓにとって特別な時間だったんだろうなと感じました。そんな幼稚園が始まる日を楽しみにしていま

す。 

 

〇先日はお手紙ありがとうございました。Ｋは初めて自分宛の手紙を頂いたので、とても喜んでいました。また、ひらがなで書いてく

ださっていたので、読める字を楽しそうに読んでいました。コロナウイルスで中々通園できない日々が続き、親子共々疲弊していたと

ころに先生からお手紙を頂けたので幼稚園の事を身近に感じられ、とても嬉しかったです。例年にない刻々と変わる状況の中で先

生方は大変かと思いますがどうぞお体を大切になさってください。幼稚園に通える日を心待ちにしております。 

 

〇先生からお手紙が届いたときＲは嬉しくてとても喜んでいました。特にこれといった変化は無く、健康状態も良く元気に過ごして

います。朝は身支度をし、朝のお祈りをしていますが、このお祈りと問題が楽しみで、先生方の姿や園内の写真が見えた日には

「先生は今日は何をしてるんやろ～？」「幼稚園に行きたいな～。」とか話しながら楽しんでいます。この長いお休み何をして過ごそ

うか？と休みの始まった 3 月には何かと考えたりしたのですが、始まってみると意外と自分から家の中でできるお手伝いに（ぞうきん

がけ、お皿洗い、洗濯物をたたんだり、靴下洗いなど・・・）をしたり、チャレンジしたい事、何かと集中してとりくんでいる姿が多く、イ

キイキと輝いている様子に親の方が気付かされる事があり、子どもってたくましいなと思いました。～(略)～ 

 

〇コロナの中、いつもとは違う毎日に子どもたち同様戸惑っていました。しかし、園長先生からの毎日のお祈りや荻野先生、宮下

先生、原田先生からのお電話やお手紙を頂き、元気をもらっています。本当にありがとうございます。Ｒは、毎日琵琶湖沿いを走

ったり、なわとびをしたりと制限がある中でも、妹と楽しく過ごし、幼稚園が始まる事を楽しみにしています。毎日過ごす中で、園長

先生からの園だよりをみて、とても心に響きました。いつの間にかＲの悪いところばかり目につくようになって怒ってしまっていることに気

付かされました。Ｒは、Ｒだから自分の考えを押し付けるのではなく、Ｒの生きる、育つ手伝いをしてあげられるように一緒に過ごそ

うと思いました。コロナの今しかできない、家族との時間を大切に過ごそうと思います。～（略）～ 

 

（園長より） 

子どもってたくましいな・・・と気付かれた今日のお母様。生きる力を神さまは、一人ひとりにくださっているのですね。そして、私たちに

も。このような状況の中、楽しみを見つけ、喜びを見つけていくのも子どもたちですね。昨日、今日と自由登園があり、久しぶりに子

どもたちに会うことができました。子どもたちはさぞ、嬉しくて大騒ぎになるのでは・・・と思っていました。でも、いつもより、しっとりと門の

ところで、あいさつをし、しっかりとした足取りで園の中に入っていきました。とても落ち着いていました。お部屋の中でも、黙々とお仕

事をしていました。もちろん、幼稚園にきて嬉しい気持ちもあるかと思ったのですが、自分のペース、自分のスタンス、環境への溶け

込み方、子どもたちの中に「自分」があります。そんな子どもたちを頼もしく思いました。離れていた数か月、私たちも子どもたちと繋

がっていたいと、試行錯誤しましたが、「繋がっている」と感じて過ごすことが、いかに大切であったか。保護者の皆さまのお支えを感

た 2日間でした。 


